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市財政収入の一部に寄与することを目的とし、裏表紙に広告を掲載しています。なお、掲載している広告内容については津市が保証しているものではありません。

広告

水谷 隆さん (右から３番目)こうちく男爵いちご園
み ず 　 た に 　  た か し

津ぶっことは…津市の農林水産業をもっと元気にするため、ブランド品目として推進している13品目の産品　 ▼次回は「小女子」

　明るく暖かいハウス内に広がる、甘い香り 　１月から５月まで、市内のイチゴ農園は家族や観光客で連日にぎ
わう。三重県の方言で頑固者を意味する“こうちく”男爵は、その名の通り、頑固なまでに味と品質にこだわってき
た。近年は土を使わない「ロックウール栽培法」を導入。土壌病害や連作障害がなく、農薬をほとんど使用しない
ため、より安全・安心なイチゴを安定して提供できるという。「農業に100点満点はない。作物が何を欲しがってい
るのか、どうすればもっとおいしくなるのか、常に考えています」と、水谷さんは鈴なりのイチゴを見つめる。最先
端の技術と設備に、人のノウハウと探求心が加わった農園は、今や県内最大規模へと成長した。
　「生産者と消費者が触れ合い、“おいしい”の声を直接聞くことができる観光農園は本当に楽しい。今後も地元
の若者やパティシエなどの専門家を雇用し、農業を通して地域経済に貢献していきたい」と、目を輝かせた。
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津ぶっこ生産者を追いかける

～Vol.11 イチゴ～
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